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伴和子先生の個人レッスンを受けている15名程
で合唱を楽しむ日があります。今年の初練習の時、

先生から楽譜を配られて、思わず「私の愛唱歌」と

大声をあげてしまったのです。

「春の日の花と輝く……愛はなお緑色濃く……」。

高等学校の初めての音楽の授業で、「ミレドレドドミ

ソファラドド」と階名で歌い、美しいソプラノの先

生のリー ドで、女学生の歌声が音楽室に響いた。 2
年間の授業で幾曲も習ったのですが、正確には覚え

ていません。この歌だけを日ずさんできた。青春時

代も今は夢の歌となりました。今日も発声練習のよ

うにこの歌を部屋中に響かせて、足取り軽く合唱団

の練習に出かけ、車窓の人となる。四季の移ろいを

目の当たりにしながら、金華山の見える田園風景は

いつも心豊かにしてくれます。長森のコミュニティ

センターヘの道程です。練習場に入り席に着いたこ

ろには、レクイエムを歌う心の準備で身の引き締る

思いになります。

宗教音楽は高校生活で日々讃美歌を歌い、その後

音楽を選択した 2年間でメサイア (ヘンデル作曲)
を学び、歌う基礎を勉強しオラトリオを知るに至っ

た。名古屋で初演のメサイヤには、スポーツ選手と

して訓練を受けていたため出演出来ず、学生生活唯

一の心残 りとなりました。その後は、専ら音楽を聴

くことになリメサイヤ、レクイエム、第九、森の歌、

名古屋管弦楽団の演奏会、男声、女声、混声合唱、

学生のコンサー トに足繁く通つたものの何時かは歌

いたいという心になつていました。合唱に参加する

ようになったのは娘のPTAで 合唱部が出来たとき
でした。地域の母親達とコミュニティ活動として、

施設のボランティアとして、40年が打ちすぎまし
た。  良く耳にする流行歌の歌、昔の歌、子ども
の歌を聞いて頂き、皆さんに楽しんで頂くことは満

足ではありましたが、クラシックが好きな私にとっ

ては一抹の寂しさを感じつつのボランテイア活動で

「春の日の花と輝く」と「レクイエム」

岐阜本部 ソプラノ 林 順子

した。そんな時にウィーン岐阜合唱団のチケットを

授かり衝撃的な感動と親しみを覚えました。 3～ 4
年憧憬演奏を聴くうちに、あの指揮で、あの合唱に、

入つて歌つているような錯覚に捕らわれて、平光先

生の指揮に、いつも感動したことと相倹つて何か抑

えきれない衝動にかられました。

パンフレットに団員募集と載っていたのを見て、

遂に各務原の練習場を訪ねる決意し練習に出かけま

した。ホールの中に入つたが誰もいらしてなく、何

にも出来ず、びくびくしていると、あの指揮者の顔

である平光先生が日の前に現れ、二人だけの驚きの

出逢いでした。更にどぎまぎしたのは即座に歌のレ

ッスンとなり、『土の歌』をご指導していただきまし

た。1時間後に事務局の清水さん他の 2人が来られ、

殆ど練習が出来ないまま合唱となりました。長森の

練習が本曜日にあるからといわれ、道順を書いてく

ださいました。清水さんから合唱団の事、入団のこ

となど説明していただきましたが、高齢のことを心

配してくださいまして、それを押して入団した事は、

すこしづつ老化してきたこの頃、団員であることの

責任の重さを感 じます。今、暫らく見逃してくださ

い。学生時代にやり残した事、それがレクイエムで

す。いつになったら平光先生のレクイエムが習得で

きますことか、生命をかけたく思つております。平

光先生のご指揮は身体から送る情熱を繊細な音への

感性が,さに伝わつてきます。しっかり受け止めて歌

うことへの集中力の限り二時間の練習を惜しむよう

に歌いきります。帰りの車中は楽譜を思い出しなが

ら心を鎮めます。平光先生のレクイエムにかけられ

る生命とも祈りとも思える渾身の指揮を受けるたび

に、二日も休みたくない、体めないと思うのです。

7月 の定期演奏会は80歳になる私の記念日です。
天に向かつてレクイエムを歌い、祈りを捧げます。

多くの皆様に支えられていることに感謝して、歌い

祈ります。
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λ団 5年目の今、「レクイエム」こ格間中

「いつの間にか、5年が経ってしまつた !」 というのが

正直な感想でしょうか。

5年前、新間の団員募集記事と清水事務長の “初心

者でも大文夫ですよ"という言葉に押されて夫婦で思

い切つて入団させて頂きました。 ここまでは他の皆さん
と同じだと思いますが、違うのは私達は合唱というものに

は全く“ズブの素人"だ、という事。ただ、前年に岐阜青

年会議所主催の“三千人の第九"の演奏会があり、人数

不足ということで友人に誘われて歌つたのが生まれて初

めての経験でした。

その時“合唱って、楽しいものなんだなぁ―"と思いま

した。その程度の甘い気持ちが間違いだつたですねえ

―。私はソプラノの主旋律を歌うので、まだ何とかなりま

すが、主人の方はバリトンで大変 ! 最初の頃は、いつ

主人が「もう、辞める」と、言い出すのではないか“ヒヤヒ

ヤ"していました。それが、ここまで続けてこられたのはt

やはりこのウィーン岐阜合唱団には大きな魅力があると

いうことだと思います。

平光先生の音楽に対する“情熱 "、 “一途 "、 “こだわり"。

練習では先生の厳しい指摘になかなか合格点がもらえ

岐阜本部 ソプラノ 浅 野 昌 子

ない時、心の中で「すこしおまけしてください」なんて、思

ってしまうこともあります。でもダメですね「妥協なし」「い

つも全力投球」そんな先生に“可愛らしさ"さえ、感じて

しまうのは私だけでしようか?(偉い先生にカワイイなん
てだいそれた事を言つてゴメンなさい。)

そして、先生を支える伴先生、菅原先生そして多くの

先生たちは勿論、森島団長他素晴らしいスタッフの方た

ちの“たぬまぬ団を良くしたいという思いが"このウィー

ン岐阜合唱団の大きな力となって、発展してきたのだと

思います。私もこんな恵まれた素晴らしい合唱団で少し

でも成長できたならいいなあ、と思いながら今後練習に

励んでいきます。

今年の定期演奏会は「モーツアルト、ヴェルディ、ブラ

ームス、フォーレ」その中でも一番多く演奏の機会がある

フォーレのレクイエムを演奏します。今から胸がワクワクし

ます。

皆さんと心を一つにして“天使の歌声で"立派に歌い上

げ、素晴らしい感動をお客様に受けとつていただけたら

最高ですね。皆さん頑張りましょうね。そして、打ち上げ

会で、美味しいお料理が食べたいですね !。
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岐阜本部 ソプラノ

高橋 力日奈子
暁 陰欠の力し」来年2月 ウィーン攻阜合喝団倉1立20周年を4えます。
想いたこせば、当時なが所属しておりました女性コーラスの仲間の一人が“オーケストラをバックで第たが歌える

"合

喝団が出来、団員を募集しているという事を開き声を掛けてくださり、ほぼ全員が入団することになりました。その時が

子え先生との初めての出4いです。初代、事務局の神夕llさんの後を
`|き

継いで事務局のお手伝いをさせて頂くこと

になりました.スタッフも決まリスタッフ会でも団員さんをどのように増員するか。演奏会はどうするか。全ては未知、手探

り状態でした。皆さん、思い思いの発言で喧々ごうごう、Ell立当時からスタッフでご一諾した清水みち子さんと相談

し、励ましあい、功け合い協力しながら共に頑張つて未たように記憶しております。捩り返ってみれば、そんな時の流れ

があって一年一年が倉1り上げられ、森島団長以下素晴らい スヽタッフにたどり着き、安定し高く評価されるウィーン攻

阜合唱団に成長したのではないかと思います。

合宿にしてもell立の頃は廃校された狡合で宿泊。夕合は運動場でバーベキュウ。材料の買出しは役員と全て持

ちたみ。そんな当時の事を婦っている方は数人かと思います。二次会は校合内に作ってある
「いろりの部屋」で先生

を囲んでたが明けるまで音楽談義。先生もオかったですね。お酒藪 分召しあがられ、本当に索晴らしい頃でした。

今もその頃の事が懐かしく想いだされます。紅兼ツアーもそうです。第1ロ ロは木曽路湿泉で食事と混泉の回帰リツ

アーでした。団の
～
と協調性を作り上げる人物な行事の一つだと思っております。以前、先生から指拝オはイメージを

伝えるものであると開いた事があります。顔の友情、手の友塊、体全体を使ってイメージされる先生の指拝に日を李わ

れ、陶酔していく自分があり、本当に素晴らい 先ヽ生に出会えたことを誇らしく思い、指導を受けられる事に感謝して

l います。これからも、尊敬し、教愛し続けることでしょう。人、伴先生化多くの先生たちと力を合わせられ、ウィーン攻卑
l 合唱団が、今後益々躍進されますようご期待申し上げます。
■、、、
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凄い壊雲動をいただきまtた。0してに′       ■
2θ 16年 7月 の第 19日 史駅演基会に演基さイヽまtた 「す考二辞 作● 手え 保 %崎」 l
“こども歳時記"の事です。                             |
公●聰きたいと常々希っていまtたので、どんなにうオttかったことでにょう。一月。二月そイtぞイtに 31
い、ふ日気を感じ、

イ
鮮
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の
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楽tかったこと。景薇の十二月の時はわが込くなって涙があふオtネ tl

た。項式いたtネ tたそ口ら●集き今、同いてこんなにもよい薇詢をよく党えらイtネにたこと。「争埼らにl

い′」、そオtぞイtの な茅、薇詢の低 tさと、楽 tさと、異 tさと、メロディιこよって
″
日本の回"で“日本の日

ス"でありますこと、とても十せに3いまtた。えホCDを作ってください。             l
|

子ども達に143かせたく幕ビます。

わは、与月小学よに本の読み日かせに行っております。「わがひとιこ与ふるネ教」tみビみと孝埼l
:lξ戴壼驚:兌鷲ま、ゞキЦ覇」I:滋難fiく鞘1象IIIよ舞IIごユII
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硼 手え係え上の群 のか ら流本ムるキ、わは象

等 :|;1[私 l
ネくムせませんが、暮い 豊`かな時日を谷 身にいた浅

ウィーン崚卑谷喝 団、ウイーン致率を滋楽日、そtて
:三 I Lb  lU

聯

ふ

た。そ楽にいたってこ板碁だと3っていまtた気が人、景薇

の「里のよ」を一堵に薇ってくオtネ tた。やはリチョットオンチか

など、感ビネtたが年をすねてtまったネ逹人壻ですが、あなた

のお蔭でヽ 温かい時が追ごせまにたこと、4めて脅オL tt t上

`デ

ます。

二;ヵ:とぅギ 、、ネtた。十二月の場 え猿 基谷楽tみ
`こ

tて 1圃
ウィーン岐阜合唱団 岐阜本部
ソプラノ 坪内 浄嘉 (書)       11

この手紙は、坪内さんの古くからのご友人で、また同級生であられる 村橋宏子様から頂かれた文面を了解のもとで掲載させて頂 ■

きました。臨 宏子様は、ボランテアひ 学校帖 童に本を読み聞かせとても帳 しい方です。
=_____日 」

曇

一
心

おります。同象上でありながら、ずっと券くチャミングな浄嘉さ

んだ身体人切に′。  宏子拝

「音楽家の名言」より

私にとつて、えとは、普しみというよりも

むしろ、永遠の二褥之喜びにみらた

開放感にはかならない。 フォー レ

従来のレクイエムと異なり、 “死の子守歌"と「レクイエム」を作曲した際にのべた言葉。

称されるほど、安らぎに満ちた言葉である。

【ガブリエル・フオーレ】 1845～ 1924フランスの作曲家 その音楽は官能的であり、宗教的という二面性
を持ち、室内楽や歌曲に名作を残した。
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には集合しましょう !!)

頑張る力

小学校一年生の息子が初めてピアノのコン

クールに出場した。

昨年 11月 から毎日、一緒に一時間程度練習
した。自分で出場を決めた息子だつたが、練

習が嫌いで思うように弾けない。注意すると

ふてくされ、毎日泣いてばかりいた。そんな

様子に,私は申し込んだことを何度も後悔し

た。

:そんなに練習が嫌なら出るのをやめる ?]

私の問いかけに息子は 「嫌だ、出る」 と、
最後まで折れなかった。

コンクールには、 1・ 2年生合わせて 60
人が参加し、上位に入ると次の選考会にも出

場できる。

大きなステージで、多くの人が見守る中、

みんな堂々と演奏していた。自分の順番を待

つ間、息子の緊張がひしひしと伝わつてきた

が、私には手をギュツと握ることしか出来な

かつた。息子は自分の持つている力を全て発

揮。 これまでの練習の中で一番ともいえる
演奏ができたものの、結果は残念だつた。

息子は悔 しかったようで、帰 りの車で

「もうピアノはやめる」と、号泣。でも、頑

張つて最後までや り通したことは、これから

の人生で大きな力になるだろう。

岡崎市在住  2017 2.16

(4)

月  日 岐 阜 月  日 大  垣

6月  1日 (本) 長森コミュニティーセンター 6月  2日 (金 ) 大垣市南地区センター

6月 8日 (木 ) 長森コミュニティーセンター 6月 9日 (金) 大垣市南地区センター

6月 15日 (本 ) 長森コミュニティーセンター 6月 16日 (金 ) 大垣市南地区センター

6月 22日 (木) 長森コミュニティーセンター 6月 23日 (金 ) 大垣市南地区センター

6月 29日 (本 ) 長森コミュニティーセンター 6月 30日 (金) 大垣市南地区センター

了月 6日 (木 ) 長森コミュニティーセンター 7月  7日 (金 ) 大垣市南地区センター

7月 13日 (本) 長森コミュニティーセンター 7月 14日 (金 ) 大垣市南地区センター

7月 20日 (本 ) 長森コミュニティーセンター 7月 21日 (金) 大垣市南地区センター

7月 23日 (日 ) 岐阜・大垣強化練習 長森コミュニティーセンター 4:00～ 17:00
7月 27日 (木 ) 岐阜・大垣合同練習 大垣北地区センター 18:30～ 20:00(ォヶ合わせ)
7月 29日 (土 ) 岐阜・大垣強化練習 長森コミュニティーセンタ…13:00～   (最終確躍)

7月 30日 (日 )ウイーン岐阜含唱団定期演奏会 本番 岐阜市民会館大ホール 14:00開演

8月 O日 (木 ) 長森コミュニティーセンター 8月 11日 (金 ) 大垣市南地区センター

8月 17日 (木) 長森コミュニティーセンター 8月 18日 (金 ) 大垣市南地区センター

8月 24日 (木 ) 長森コミュニティーセンター 8月 25日 (金 ) 大垣市南地区センター

8月 31日 (本 ) 長森コミュニティーセンター 9月  1日 (金 ) 大垣市南地区センター
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り
、
暗
譜
も
苦
に
な

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
な
ら

ば
と
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
３

大
ソ
ナ
タ
の
リ
サ
イ
タ
ル

や
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
協
奏

曲

「ジ

ュ
ノ
ン
ム
」
の
弾
き

振
り
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

全
て
の
運
動
や
芸
術
、
人

間
的
な
美
は
、

「脱
力
」
が

鍵
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

新
し
い
発
見
や
発
明
、
奇
跡

を
生
み
出
す
原
動
力
も

「
脱

却
一
７
訪
』
は
”
は
賎
い
」

た
と
い
う
経
験
の
持
ち
主

は
、
天
か
ら
脱
力
の
啓
示
が

与
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
余
分
な
力
や
頭

の
力
を
抜
い
て
宇
宙
や
自
然

の
法
則
に
従
い
、
楽
な
気
持

一

ち
で
身
を
委
ね
て
自
然
の
恩

恵
に
感
謝
し
、
柔
軟
な
心
を

持
ち
、
よ
り
豊
か
な
人
生
を

楽
し
み
た
い
も
の
で
す
。

力を抜 く

ウィーン岐阜
冥籍
楽
冒 平光 保

轟
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